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令和４年度 

 

事 業  報  告  

 

                     公益社団法人 沖縄県手をつなぐ育成会 

 

【１】総   括 

令和４年度は、世界各地域での紛争も収まらず、他国からの侵略を危惧し、私たち南西

諸島においても防衛する拠点や整備が進められています。 

また、新型コロナウイルス感染症については、医療関係者から前回以上の感染拡大が危

惧される中にも拘らず、世界的な動向や経済的な打撃を理由として、コロナウイルス感染

症の分類が「５類」に移行され、政府や自治体の制限・勧告を受けない代わりに、これま

で以上に個々の自己責任が問われることになりました。 

さらに、障がい者施策においては、国連の権利擁護委員会より障がい児の分離教育や精

神科病院への強制入院などが問題視された勧告を受け、脱施設や障がい者の地域移行政

策の法整備の推進などが日本に強く求められており、国の今後の対応には目が離せない

状況下にあります。 

全国的な育成会活動の問題として、社会が閉鎖され続けてきた３年間において、地域や

施設親の会活動の減少・停滞が大きく影響し、高齢者の会員離れによる会員減少により、

組織運営の厳しさが浮き彫りになりつつあります。 

その様な中ではありますが、私たち沖縄県育成会は、障がいのある人やその家族の尊厳

順守の研修や人権擁護活動を展開し、互いの人格を認め合う共生社会の実現を目指して、

厳しい環境の中において進めてまいりました。ここに令和４年度に推進した諸事業を報

告いたします。 

 

【２】事   業 

第１．公益目的事業 
 １．本人活動支援のための組織強化事業 

   ①本人活動支援事業【沖縄県障害者社会参加促進事業等（委託事業）】 

    沖縄県には本人部会がまだ少ない状況にあります。地区ごとに研修会、交流会、

社会見学、社会奉仕事業等を展開し本人活動促進に努めました。 

 

  ２．社会啓発事業 

①第２９回沖縄県ゆうあいスポーツ大会 

【沖縄県ゆうあいスポーツ大会委託事業（委託事業）】 

(沖縄県・沖縄県知的障害者福祉協会と共同主催） 

開催日 令和４年１０月２９日（土） 

場所 沖縄県総合運動公園 

参加数 本人１６０名、関係者８４名（計２４４名） 

              

   ②宮古・八重山地区スポーツ大会 
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   【宮古・八重山地区知的障害者スポーツ大会開催事業（委託事業）】 

    宮古地区大会（ボッチャ、スカットボール、フライングディスク等） 

開催日 令和５年１月２５日（水）  

場所 ＪＴＡドーム宮古島 

参加数 本人１５３名、関係者等９７名（計２５０名） 

 

    八重山地区大会（ボウリング） 

開催日 令和５年２月１８日（土）   

場所 石垣あやぱにボウル 

参加数 本人１８名、関係者等２０名（計３８名） 

    

   ③心の輪を広げる障害者理解促進事業（沖縄県委託事業） 

     内閣府並びに都道府県・指定都市が主催する「心の輪を広げる体験作文」及び 

「障害者週間のポスター」を募集し、審査委員会において優秀作品を決定し、県知

事へ推薦しました。また、被表彰者は県主催の表彰式において、表彰されました。 

 

   ④第２６回育成会文化祭り 

     新型コロナウイルス感染拡大防止のため美術工芸作品の募集を行いました。

台風１１号の影響により、展覧会を取り止め、作品集の作成・配布を行いました。 

 

     ⑤広報啓発事業 

    １．毎月１回、各１，７００部を発行しました。 

    ２．配布先⇒各親の会、特別支援学校ＰＴＡ、県、市町村、 全国手をつなぐ育

成会連合会、各都道府県育成会(全国手をつなぐ育成会連合会を経

由)、賛助会員、その他 

    ３．知的障がい者の「処遇の改善」や｢社会参加・自立｣の促進、組織の拡大を推

進すると共に、社会啓発教育の促進、中央の動きや各育成会の活動状況等を

より早く会員に伝え、各施設及びその親の会、各地区親の会並びに事業所の

活動状況を紹介してきました。 

 

   ⑥THANKS（サンクス）運動の普及・啓発 

沖縄県社会福祉協議会と連携し、啓発活動に努めました。 

 

⑦第５９回発達障害福祉月間（９月１日～９月３０日） 

     全国育成会連合会を通して配布されたポスター等を掲示しました。 

 

   ⑧その他の啓発事業として、各地区・市町村親の会並びに施設父母の会への協力を

始め、全国手をつなぐ育成会連合会機関誌「手をつなぐ」「ほうりつの本」等、

会員に頒布し宣伝啓発に努めました。また、育成会パンフレットを関係団体へ配

布し啓発活動に努めました。 

 



- 3 - 

 

  ３．知的障害者に関する研修及び表彰事業 

   ①第５６回沖縄県知的障がい者教育・福祉・就労研究大会開催事業  

開催日 令和５年３月４日(土)  

場所 沖縄県総合福祉センター ゆいホール 

スローガン 

～地域で安心して豊かに暮らせるための支援体制

の確立を～ 

～一人ひとりを認め合う社会の実現～ 

行政説明 
「障害福祉施策の動向について」 

沖縄県子ども生活福祉部 

基調報告 
「障害者権利条約と育成会活動について」 

沖縄県手をつなぐ育成会 理事長 田中 寛 

シンポジウム     

「親亡き後、地域で安心して暮らせるためには？」 

～教育と福祉と就労、そしてきょうだいとの関わり～ 

テーマ１：就学期～就労に向けて 

テーマ２：豊かな生活を送り続ける為に 

～きょうだい・後見人等との関わり～ 

被感謝・表彰者 

表彰：三谷 勇人（多機能型事業所八重育成園） 

本人表彰：普久原ちづる（沖縄市手をつなぐ育成会） 

感謝：平田 愛子（手話講師） 

参加人員 ９０名余 

    

本大会は、当面する知的障がい者の教育・福祉・就労に係る諸問題について研究・

討議を行い、その対応策を見い出すことを目的として開催しました。 

 

   ②九州大会・全国大会・事業所全国研修大会参加者派遣事業 

    第７回全国手をつなぐ育成会連合会全国大会福井大会派遣事業 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、大会参加者を代表者１名に限定し、

開催しました。また、大会の様子はDVDにまとめて配布されました。 

開催日 令和４年１１月２０日（日） 

場所 福井県福井市 

スローガン 「育成会活動は立ち止まらない」 

～新たな一歩を福井から～ 

沖縄県からの参加者 代表者１名（田中理事長） 

被表彰者 島袋 正子（沖縄市手をつなぐ育成会） 

 

第６１回九州地区手をつなぐ育成会鹿児島大会開催事業 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため現地開催を見送り、大会誌と大会ＤＶ

Ｄを作成しました。 

本人発表者 森根 さゆり（沖縄県手をつなぐ育成会） 

被表彰者 大城 幸哉（西原町しょうがい児者父母の会） 
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神里 惠子（おきなわ工房保護者会） 

 

 

令和４年度全国手をつなぐ事業所協議会全国研修大会新潟県大会派遣事業 

開催日 令和４年１１月５日（土） 

場所 新潟県上越市 

テーマ 「総合支援法の見直しと就労支援事業の多様化、農

福連携の可能性」 

 

   ③令和４年度障害者虐待防止・権利擁護研修事業 

     障害のある人の尊厳にふさわしい処遇の確立と権利擁護を目的として研修を行

いました。また、訪問研修として家族会等へ講師を派遣し研修を行いました。 

       （集合研修） 

開催日 令和５年２月１５日（水） 

講師 沖縄県手をつなぐ育成会 理事長 田中寛 

場所 沖縄県総合福祉センター ４０３研修室 

受講者数 ２４名 

   （訪問研修）６か所 

令和５年２月１１日(土) 宮古地区手をつなぐ育成会 

（講師）副理事長 砂川好彦 

令和５年２月１４日(火) 糸満市手をつなぐ育成会 

（講師）理事長 田中寛 

令和５年２月２６日(日) 金武町障がい児（者）を守る親の会 

（講師）副理事長 砂川好彦 

令和５年３月１７日(金) 宜野座村障がい者家族会 ひるぎの会 

 （講師）副理事長 砂川好彦 

令和５年３月２１日(火) 本部町手をつなぐ育成会 

 （講師）理事長 田中寛 

令和５年３月２１日(火) 名護市手をつなぐ育成会 

 （講師）理事長 田中寛 

    

第２．その他の事業（相互扶助等事業） 
１．運営資金調達事業 

例年行っている物品販売事業等は、実行委員会主体で行います。 

 

第３．育成会事業の拡大強化 
     育成会事業は、前記第１から第３までの諸事業を推進していますが、その他新た

な県(国)委託事業の確保や独自の事業に取り組むことを検討します。 

 

【３】施策の推進 
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 全国手をつなぐ育成会連合会や他の障がい者団体とともに障害者自立支援法の見

直しを始めとする障がい者福祉の向上、改善についての様々な要望を中央・地方行

政並びに関係機関へ提出し、要請を行ないました。 

 

【４】組織強化と財政基盤の確立 

 第１．組織の確立について 

    県育成会の事業活性化のためには、所属する団体の組織力を強化し、必要な組織

の結成促進を図り、育成会組織の強化拡大を目指すことが重要である。 

１．各地区・市町村親の会及び施設親の会の結成促進及び活動の活性化への支援 

    ２．沖縄県事業所協議会組織の強化促進 

    ３．特別支援学校や発達障がい者(児)保護者たちへの育成会加入促進 

    ４．本人及びきょうだい会の支援促進 

 

 第２．啓発事業の確立について 

    知的障がい者に対する一般市民の理解や認識を深めるため、新聞の発行等の啓発

活動を実施しました。 

 

 第３．財政基盤の確立について 

     健全な財政を確立するためチャリティー実行委員会の運営と並行して、会員・

賛助会員の拡大を目標に努めてまいりました。 

〇チャリティー実行委員会寄付金実績 

チャリティーゴルフ大会 ３９１，４５６円 

夏季そうめん販売 １７０，３００円 

チャリティーボウリング大会 １５５，８１６円 

チャリティードリンク販売 １３２，２３４円 

冬季ラーメン等販売 ５８，９７０円 

 

 第４．研修会の開催について 

     積極的に活動する親の会を展開するために、前記「研修・交流・研究事業」の 

    とおり充実した各種研修の実施に努めました。 

 

【５】会  議 

   (１)令和４年度定期総会の開催 

開催日 令和４年５月２９日（日） 

場所 沖縄県総合福祉センター ゆいホール 

 

   (２)理事会の開催 

    定期理事会 

第１回 令和４年５月９日（月) 

第２回 令和４年１０月１８日（火) 

第３回 令和５年３月２８日（火） 
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   (３)全国手をつなぐ育成会連合会代表者・事務局長会議への出席 

開催日（オンライン会議） 令和５年３月９日（木） 

 

   (４)九州地区手をつなぐ育成会連絡協議会会長・事務局長会議への出席 

第１回（オンライン会議） 令和４年４月２６日（火） 

第２回（オンライン会議） 令和４年９月８日（木)  

第３回（オンライン会議） 令和５年２月２４日（金） 

 

  


